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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

顧1の如く，獺蟻伽瑳1鵬伽）の灘縮パース《q愚㌘鵬）働る播蝋鰍鯉㈱
エ，獺蟻齢珊析（1・。gi・・1瓢・噸i・）臓噸磯磯ζ糠a・fi蝿。n）噸す掘晦隣灘立

さ纏。カバは彼の齢形而上酬こ勘て騨卿騨嬢醐i繭麟巌購醐脇瀦酬獅勺’
鰍の繍こ，儲を訟i・・’iな：騰の徽1調馳て購簸こ伽跡醜糊に伽獲認魁

目的，轍と働燗徽鰍詔す硝髄調畝膜継親呼擁のである9鶴麟蟻は
ア刈燗轍叙して叡られて幡が，建麟パ畝襯瞭櫛ば，1そ瀦轟蓮伽轍伽
ント研究の反繍から引趣繊されねものである。　．　　　　　　　　，

この期蟻がパー・カWゴ賦（WIL・・AM・」・M・・）に難鯉れ，難鯉麟齢しめら

れ，璽にヂ。一イ（J…DEw・Y）によつて撚泌灘購齢縛螺艦’し瑚灘糠購熱

ものである。しかしこ博臥の代麟な茨麟鋤蜘蛾瀧鰍し魏麟，鰍臓舗
その隣麟㈱」（P磁翻・・糊騨鋤酷鮒贋繊ゐ静蝋勲嚇灘於圃姻一
であつても，その意図する鵬パー・・xとジ・鱗ズ・デ躍紬聡汰い曝泌厨が麟ように

馳れる。パ・一　xの意図する所鷹験獺域に於騰徽舗醐憐掴・騨1脚町・c、・Q脚t・）

の麟轍囎る渤つナ・識かもa・P・S・riな離礪繊眼薦力鴛轡鐵鯉⑳酬翻ち
mST・tcよ猫・儲肺常鰹細領騨施て「禰の劇ゴとし瞥総の醐剛灘萌し
徹うEし弛のであゐ。

獅て，ジ＿・ズが期蟻榊蹴ものと結㈱け塒・ん縮齢頒融繊ρ織輔
ズ等めをれから区別する爲めに，プラグマティシズ《Φr嬉㎜tici瀬）とさ兇呼ん懸v、あので薦る。即ち

姻な胡的飾撫賊も鋤・何な麟麟下麟槻儲購得る桁爲の糊」とし℃i“mardの

醐園扁立しようとし輝一漁緬箔騨醐醗鰍鱒難灘付けら鵜禰の購的
牒を額す碓読膝繕混と覇力・に働で騰解勲曜が跨伽力欄題にしようとす
るラ。セル（B・RTRAND・RUSSELL）の期議0喉理概念1翻する批‘岡は・パース卿う脚騨旗i…

ではなくして，爵ヱPムズやデューイのいう1）x・atgnvati，wnであゐe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
ラ。セルは「20世紀～わ哲挙」（］Plriloso正）11y　i・n［L’“reritietlz　Ce馳tury）と附る彼の徹の中で・現代を

代表する有力な哲学的潮流あ一つとして輿用杢義を挙げ・そめ原理的な点の揃制に緻れつX，叛の二

つの勲期蟻の融論上倣きな蝉として馳上肌いる・・
麹胃つの総鋲駐義の論愼理観が・醜とは騰欄的な「人間的翼理」・　hmanm　truth）

融醜鴨ので麟諺勧醗して紡点である認編艦は繭磯蹴あるとし℃も識々
の肺して幡灘は誠々の蝉の齢を度襯虞は叡得られな嚇めて燗貞勺4’ものであ．る。
それは人聞的なあらゆるものと岡じく「不篠察なJ（画11ible）「不安定な」（changeable）ものである

薦つてよ・・。仮令，醐を裏鯛ているものが客観的な験であるという難論的立揚轍る｝こし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
＊哲学研輝　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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で、も，誠々人間の鋸活の圏外に艦旗わるものに対し℃嫉，それ撫何等かの意味羅「蜘鍵」（Facrii）とは

呼び得℃も，決してそれを「翼…闘匡」　　（「」［エrllth・）とは呼び琶尋ないであろう。　　　　　　　Vl

　確かに人間の認識は趣職に於ける問題であるよりは，行動に松ける闇題である。総識を意識の間題と

してのみ捉えて來たことが，從來の認識論の特徴であつtaとすれば，認識と圏的，知識と行動との関聯

性に鍛いて∫認識の問題を新しく輿際的に捉え直しナCものが，爽用主義であるということが嵐來よう。

この点に於い℃輿用主義の功績は，ラッセルの指摘する如く，穴澄く評価されねばならぬと思うのであ

る6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　鋸

　次に第迩の築用叢親の功績として彼の指摘してV・る慮は，認識論上所調「横臨」《V醸fiG麟io購）とし

て知ら＊L　“C’　’，い囑「観念」と，「婁在」との対応魍係に関しでであ癒6この羅鵜騰しても礎來の認識1論獄

兎彌曖昧であつて，軍にこれを物と観念の一・激乃蚕は対応として論じ総來撫擢け懸あつ弛。しか切・

観念が物と一敷するとはどんなことなのであろうが。ジ・二一ムズは巻の馨「爽騰擦翻（iP澱g蝋輝鰍）に

於いて，それは結局槻念が約束しでいることを臨ら履行する（ftxlfit）ことであ糾襯愈が劇ら約策通

りの帰紬へ導い喪か否かを，歯ら立寵する過程であるという6彼等鑛嗣藪義…欝に轡わしむ聯麟響一数

とか対応とかV・うことは，從來論魂が仮定し》亡V・彊程決してr図武的箪純さ」＜th鯛磁¢蘭湛妙謙蜘覧

licity）をもつものではなく，それは極めて漢然としたものであゐ。從つて，種々なるものの襖脅がら

威り立つ我々の儒念（belief）が，醗徒の認識論の主張する程，畢純にr噛｝つの毒確な鐸慕」（o恥脚醐se

轍）醐脳てい祉は，最早や彼趣に購筋れないのである。それば「喉一つのヱ礁燃劉
に対応しでいない許りやなく，屡3幾つがの領域鷹書鳶衷彊がゆ℃い冶と彼轡義萄免あ。礎つ燈一つ

の隊懇鐵破響に灘燐燭物hめ繍激嚢麟購講叢麟於偽雌鮒麟潔難魁駄嬬としで規燵し縄なv藩働1窓

tSi’t〈，却働で磯で鳶傭欝も・あb褥る象聴，禰わ膿「隊と無bめ禰1縦徴②で捌嫌麟鯉｝灘漸糠る麟

膨鋤薩弩の」確見倣されでいるの懸凌鈴8！嬬tt　擁・馴鴇　　　／1／t　　　t・t製　　』f

　かく物L襯念＆の認叢融翻醐聴藏継巌簾碑麟当蜘勺鱗欝」麹撚翻あ蜘も遜い所鶴塑ウ嚇鰯

欝藩翻鐵繍灘綴癒鎌自鑑蜘蝶議轍鞭越翻儲議幽灘麟難灘鰺蘇騨購灘翻慈1織議肖勺認

娩準泌客繍萄韓轟麟貰曝極融鱗し℃s遊に獺愈め繕欝驚腿蓬魏鍍饗離獺翻’麟麺聯繕職欝麟藁騰濠

謄騨懇畿來め認織騰鋼勢謙艀鏡く衝いYt」ゴ彼轡iめ自魎蟹叢そ1眺窃の叢醜麟擁葱纏馨購織縦簸ら

髄あ滲ち♂噛　1　臨　　 一　　∵糠　’　　　懇　　掃’
　護髄が輿殉塾義め勤績としセ多ッセルの糟摘している粥二の点であ塩拶，’翼遡あ相認性癒艶濃し不

融輪白膿疑蝶の色繊もつラ。1セ・レが演継鋤融翻錨麟鎌こ謎嚇紡燃擁
＆隊，虫上め彼の所醗に賛いて略彗明かでああう6U－hti　’E，ヲサ亀ルの9」，　thが何処までも鍵糊垂義のぞ

耗ど灘撲鐘ゐ難赴嘗兇ば，それは否で湯る’i’鱗ろ，診ウ勉レと輿掬垂義の認識論的…弛張とは幾多の点

に於th℃，氷環瀞幽麟鍵海謄粕雛鞍肇』餐勝癒めを義簿は感歩るのである。然らば如何なる点に於V・

て，両者の主張は相異なるのであろうか。以下数項闘に亘つて、それを見て行き起いと恵うのである6

　、魏　　’　　　　　　　　　　　　　t’”　　　（3）　L　　　’　　　　　6　低　　　　〆’

聯殺駒に舞靭竃，、認識の眞魍性をその嚇用性に求めんとする⑳が，鍵用艶義に典通の原理的な態慶

堰濁る’誌愁瀬栽痛携　ラッセルの鍵用主義の認識論特にをの翼理概念に対する批判は，兆づ第一に，

輿用主義の康翻酌態度そのもめに陶けられていると嘗うことが拙來ようe

　元來，∫輿用壷義ば意味に闘する薪しい理醗であると興セ㍉又貫理に関する新しV、定義でもある。從

來の灘概念に蟄麟癒隷，認識の翼理性は上越の如く観念と輿在eの晶激（agreei㎎）にそれが求めら’

れ竃飛把のに対し，築琳盤箆の翼轡騎藤では観奮の導く（leS＆fl）その席誘の衛用匪（u箏efuirle．ミ8）に，翼理
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判定の規準が求められている。勿論，彼等輿用主義潜と難も，観念と築在との一激を翼理の制定規準と

して承認しないと言うのではないo唯彼等のいう実在と棚念との一一axが，必すしも「模写」（copyi㎎）

乃至は「対応」（eorreSI〕OI眞di㎎）を意味しないというだけである．、ジェームズはr模写は爽筏との…tw

の重要な仕方の一つではあるが，決して本質的なものとは君えない」と雷つていゐ。彼等にとつて，

槻念と突准との一致ということは，築に「誘導」（1cading）ということを慧昧している。主知向櫛こは模

写ということが眞理制定規準として重要ではあつても，彼等にとつては，それは決して本質的な概念

とは君い得ないのである｝何故ならば，実際的には観念が対i象に一激（模写）するということよりも，

その観念が我々を何処へ灘いて行くかと雷うことの方が遊かに本質的で璽要だからであるo．

　彼等に從えば，元來「検証」（ve）’ification）とは「観念が薗分霞身を肉ら立離する過灘」（th嚇脚c9開

of　its　veτifyihg　it穿e】f）を意映している。從つて1観念とi爽准との一i敗とV・うことは，聡なる「模写」

や，「対応」であるよりは，寧ろ観念が自ら約束する帰結へ，我々を間遡なく灘V・て行く能力があゐか否　，

かということである。即ち，從來の詔識論上の物と観念との一敷乃璽は対応の問題は，爽用主磯の鷲

識論に於V・ては，襯念の「誘導」に関する間題とし鷲取扱われている。つ濠り，観念が肉ら噛示する

帰結へ，我々を「糠く」ことに依つて，自らの能力を誠明し得るか否か爾問題として，取扱われでいるの

である。　　　　　　・、　、　　　．　　　　　　　　　　・’

　從つ「c，その意味鴛は，総ての観念は輿用主畿港にとつ℃賦めさるtS“きプyンであ鉱プログラムで

あり，，仮醗たるに過ぎざるものであると嘗つてよい。如何に翼なる観念，如何に正確なる単醗と雄

も，稼等にと，つては輩に∫検征可能なるもの」（yeri　fiELbility）であり，証明さるべきr仮醗」弛るに

止謙る。主知主義者の如く，一度び翼なる観念として承認され起もの描，無條件的（itnconclitiona1）に

妥当する価値靴れ自身購つものとは・彼等睡硬繊て瞳いのである9蜘は無傑榊勺な鱒鮨
それ自身に持つものではなく，その価値1ま峰件約（conditi？爆1）挙ものであり，その都度試中され弛る

結果に見ら2z．る孕の能力鉢つ鴎輔馨ゐべ軸のξ彼簿鯵癬羅四獅尊のであるg　　ifI．

ジェームズの巧妙な砒嚇脚すればt翼理雌厳唾灘の翻財ゐ婦軍灘磯一つの翼
理（田1棋h）二に依ρて表現されるようなもので嬬な．〈　・，複数の多くの翼理（t雌hs）として褒現されるもの

歪なければならt4　V・eそれは恰かも銀行輯幣が流適過程に於いて，必要に応じ何時でも欲鷲を購い得

る現輿的購貿力1に輯じ得ると同様に，翼i哩も渉その鈎証過曝（翠erifio瞬鰍一脚oβ儲s瓢、を必翼に応じ何

時でも「自らを検証し得るもの」（verifiability）として，日常の坐活揚裏を流れて行く。翼理として

麟藤鳳認繍鮎澱ば謀処で一鱒欝結レ燭懸はなく謀処か嚇に鯉力欄らのrgewa的
価値」（PI鵬tieal　vぬのを舐明する検証過程が始浅るの懇あるb　．pa．用主義に於いては，一靭の観念，　Wh

切の思想は所詮我々を關噂く獣（instmmnent）弗るe：・過ぎない。しかも，総ての灘がそうであ

るように，そ⑳価値はそれ自身にあるのではなく，使用←弛結果に見られるその能力にあるのであ

る。かく蝦するのが・鱒の廉胃「道具主義」（i・・七・・瓢・漁li融り5至嫉用蟻のecee概念囎わ

れるものであろう。．　　、　．　．，　　－t　．，，・　　ti

　しかし翻つて驚えて見る’に，観念のもつ「輿際的価値」「使用し巽結果に見られるその能力」とは，

竺俸何を意味しているのであろうかo道具が欲豊充足の手段であるとすれば「輿際的価値」「使用し

喪結県に見られるその能力」とは，その道県に依つて購い得批目的，即ち欲豊の大智さに他ならない

のではなかろうか。契用主義のいう「有用性」とはジェrムズも唇』う如く，我々に「貫なる観念がも

允らしてくれる報酬」（the　lzaYments　which　true　ideas　bring）そのものに他ならないのではなかろう

か。それがデュ・・一イの霧う如く，仮令個人的実利的なもめに非すし℃公共約鵬醍的なものであり，人

道的倫理的なものであるにしても，兎に角輿用主義のVi’う所の眞理性がその観念のも牝らす勘用如何
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によρて・判定される性質のものであることは明かであるoつまり，輿用生義に於いては鞭捻とゐ～慰懸

とかは，我々の欲脇充足の爲めの，理想蓮成の爲めの，9itwであり道興であり，その価値は行動な媒

介として得られるその帰結の効用如何に依つて一翼と儒にではなく一「満足なるもの」（縦isf亀レ

ctory）と「不満足なるもの」（Uユlsat・iny．faet’ory）の二様に判定されるものであるとV・うことである。

　かく棚念が客観的察奨そのものとの関係に於いて翼と備に鋼鑓されるのではなくして，その典際的

帰結に於ける筍用性如何によつて，「満足なるもの」と曝満足なるもめ」との二横に鯛定されるど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　ロいうこと，網わば翼理制定の規準が企く「純粋に人間繭礫俸徳護に鞍瀞している」（dOP磁適u脚1時1｛レ

rely　IU㎜臓conclitiQn）ということ，更に換智すれば翼i理艶るか轡力hの淡楚櫓が聯糊の側に認めぢれ事

して，晶方酌に入間の側にのみ認められているということー一一・一・一こ懸がゲッ痴レと輿爾盤叢の鑓灘繊念

とが，その原理的な点に於いて最も鋭く対立して）・る庶である。ラッ［セ・ルに礎箆ば，翼理と庶少くと

も我々のカを以てしては制御し得ぬもの，即ち「既に趨つてし象つナζ辮鍍」との蘭聯に於いてこそ制

建さるべきものである。威程，媛理が阿等かの葱昧で入閥的條件に依拗し，入闇的生活の憐みを外に

しては塘え得られないものではあるにしても，・貫理が翼理としての鯨鍛さな縛つの獣Jそれが聯糊的

な動かぬものとの関係を縛てばこそである。それ故，敬腱さを以て「翼理」　（「rmltl1）1の闇題を諮らん

と欲する人は「譲輿」（．FaeC＞に就いてこそ購るべきであつて，断じて輿潮虫義潜の如く糊愈の灘《典

際的帰結の有湘性に就いてそれ凄欝るべきではない。かく彼は虫張せんとするのであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　ラッセ」レの爽弱：≧箆の翼餌概謙に婚｝る批糊か樗工’ま」ジ晶一ムズV）芽、1馴検識面鷹Kv、きrifl嚥ti鳳順

避⑪贈e；9sas）ジ騨密一イの揚會懸灘撫糊幽嚇伽の＆嘩ぱ揺ている鱗愈と婁熊との調係：圏する珊輪的

検慰磁薗けられる。F典用鐙覇の難点i襟，俗に倹証と呼ば揺死“る雛鍵と欝窓との間め関譲が離れ離

れになつ獅続と物る・「轍繭響r鰍灘難麟懸藤擁輪1職脚鱒励赫a
鱒麟鑛纈牌搬の撒1灘羅麟麟繍繊欝珂鋤醗り鋤・儲観幅。
’i贈塗競⑳検誰過穰臨洗臨瀧蒙駅・1襯齢噸勲翻鎌1欝醗る趨鵜節鞠懸が臨曙添す

る所眺饒，劒輿齢鵬観轡辮懸鰹纏辮霧雛魏轡齢滋縮灘鑓の灘
過灘撫螺用蟻艦張ずる鵬も嚇從來鎌識灘欝翻囎く槻饒繊旗熱灘純
に図鍵直勺に模写及蚕は対応としで取鍍うごとなく，細梅が歯鑓r羅い驚齎禰婆の鼎繕蕊俊捗讐，簗

，鋼念の醜醗‘購しよう獄みることであ’）7・・e　RSわ醐舗關輔節尋吻峨轟購わ
しむることに成功すれば，その観念ば櫓用すべきもの，讐ぎもの，從つ℃鰻なるものとなるが，我々を

目的を荷負う察物へ諜くことに失敏すれば，その獺念は眺れゐ篶窃，悪しきもの，從つで鑛翼なるもあ

となる一一一このような過程なのであつfCo

　しかし，この過程に於いて観念が饒々をして閨醜を蒋輿う嶺物に出会わしめるとV・うこと，即ち從衆

の認識論でいう所切物と職憲の一緻ど塒夢ことき，捲の萬会つ驚鵡物が有用性を持つか否かというこ

ととは，登く別の問題に属してV～ると潴えられねばならぬoジ誠一ムズも翼理塘定義して，これを箪に

「肉．ら検誠する能力のあるものJとなし，それが県し℃輿際にe齢h・value凄縛つか否かは，それが検甑過

程匿磯購て薦困の能力を完垂に果し旗をの結果な見なければ分らぬことであるどしている。叉「翼と

は独訟⑳範疇ではあゆ得ない。それは薯の一榔1こ過ぎない」と彼が主張するのも同様な見解を親わし

ナeものと見る揮き懇あ＠て，築用主義が翼よりも懸に，即ち「爽際に役に立つ」（work　ilz　puractiee）1

とV’うことを♪をの観念力蟹瞭あると嘗うことよりも盧んじている点に，彼等の検証過程に於ける二軍

性が承認されでいるものと見麟ければならない6二鑑性・→一即ち，棚念が人闇の欲求を間逮なく誘導

して，その任務を「魎行する」（fulM）という爽機と，　dy－一つは俗にいう事輿との照合という慧味で



1う2　　　　　』　　　　・　　借州飛単繊継彗郷田彿搬欝’∴鍵い盛　　：’，

の「典証する」（verify）とV、う喫機の二つがkれである。　”　諮卜
　而して，’冒う遙もないことであるが，これ等二つの契機のうあで，彼簿が優位，隣を鷲めてい扇のは

「爽証する」という論理的な契機よりも「燧行する」という爽際胸な契機の究であつIr，如何に論理

的な契機に閻遽はなくとも，観念が倒らの約束を逮行すゐという爽際的な爽機が満足されざる隈窮、

彼等いう翼理が成立し得ないのに勿論のことであるOしかし，これは明かに背理である。ラッセルは

上言己の晒欧哲戦」に於いて，かSる揚倉の築例な熾圏1こ於ける作鮒画とその爽際剛辮にこれ

を求めて見察な批評を行つていぢぶ，権戦計画そ0）ものが戦闘の推移に照會して過憾がなくとも，戦闘

の結県が不満足なものであると冒うことはあり得ることであつて，この揚働職闘の縮果のみから判断

し℃，作職計画そのものを無価値と断定することは許されなV・ことではなかろうか。にも拘らす婁際

的な帰結に，観念の優位性を承認する彼等にとつて愉これは聯かも背理ではないのみならす・胸用な

るものは必す眞なるものであり，翼なるものは父岡時に必す荷用なるものでなけれ醸ならないのであ

・るo

　かく彼等の認識論は事爽との照禽を無脱しでまでも，結果の有用性を鱒麗せんとする極端な滋彊な

含むものであつて，、しかも有用性と翼理性の二つの爽機が検灘過程に於いて媒含す為という」：rと嫉・

彼簿が曙々糧に予定していゐ程確爽なるものではなく，寧ろ偶然的なものであると見徹されねばなも

ぬ。卿ち，ラッセルの指摘する如く，輿用艶義の醍理概禽嫉検灘遇礁に於ける二つの禦機の偶然酌な

翼合の上に成立する背理的なものと誉うことが出來るものである。

　　　　　　　．．1、』1”　　一、　　・：（6）：，　　　　　　

　專臓ラッセルの爽用主縫的翼理概念に紺する鋼ヒ判の一っとしてi劉ナらるべ毒獄，爽朋撚覇の鱗騰概

念鵬細穣の審観的翼理概念に対する懐疑論的不償Φ幾に，劇己勘成立せしめ駕いるとい撃譲費あ磨。

これは朱來への肉由と可鮨性を讃気る爽用錨義の團薗蕪弾奪嫉，ル脅緻選い撚判の如く鰻取られ徽が∫

凡らくラヅセルの指摘せんとし℃いる掛臨輿用識義の輿際的帰締を翼んゆるその鳳燃繭態度勘⑳も

の携既猿の翼理概念に対する不儒の上に成立するもの糟あ癒勘とな暫わんとして》幡のでゐ勘30

1難鵡ズが騰灘を険繭能なるもの」（・erifi・bility）と呼ぶのも・ヂ・嗣が雛の簸概繍

代う17■に「保証されたる車張可能なるもの」（W麟脚戯1島脚r鳳）i撫y）kいう薪しい概愈嶺以℃働ゐ

のも共に誕從來の審観的翼理概念に蹴置番せ瀧彼韓の断し潮翼理概念への函鵠叢張癒，穂⑳鵬繕ひ

、篭F齢慰報い菊瀦のと蒙磐醐膨機鈷癒熔饗よ漆癒φる。

、総騨識等の締雛鰭繍騨騰癖騨描躯蛾と嫉勲触るものXs　mでああ勤’識
寿鶴羅の際，輿用舞義鎌歴鎚的凝験論⑳必然的嬬結として3盤遜し掴ものであることを思い鍮纏あ

ならば，彼等の自己主張の何弛るかを，田都理解することが禺噸ると思うのでああ6即軌彼郷⑳鶴硬

の客観的爆理撰念への不僑繍あ　ヒュ”ム絢な懐疑虫義的媛理への不僑であ壌b

　凡興濫のようなヒ識幽ム駒な懐疑主義的翼理への不儒が，彼等をして灘理の稠踏憐撫鱗雛せし鋸

過虫に於いて，如鰍嬉確築なるものとして検証過程勘繰匂返駕奄うとも，常にr乗架の縮i紺轍t撫聡

『e£f’eot）の必す翼なるこどは，保証し得ないとずる懐疑輸的肉己滋張な，一ヵに於いで戚立せしあ篇と

共に，他方に於》」ては認識と閏駒との∫知職ど行動との関聯性に於いて，観愈の爽灘酌獅鞘に優餓難癒

承認療る爽用主義繭眞理概念を，形成せしめるに璽り瀧ものであろうo即ち，蜘識は先れが如何に礁鍵

なる昭のであるうとも，濁央の経験の「摘要」．（織伽塒ieの乃釜ば瀧録」（聰ε0笈畑）に遜論憾も⑳

である以上は，断じてヒュ幽ム酌懐疑主義の深淵な飛び越免ることが不可能であるという歴黛酌鰻験

論ぺの反省が，‘彼等を駆つて知識の仮読性を虫張せしめると興に，知識の塞來的愈味捻，牽楽へ⑳鐵由

と可能挽にありと張調鴬しめるに璽つ据ものでゐろうd’　　　　一
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　　しか・し・かように輿用主繭が歴豪向勺経験論に附齢激とう懐疑主義的翼理への不儒な耀克も得弛その

麟嚇利の繭，彼egの麟つナこ季喉の余りに大きかつ7e　tとも，ラ。妙の指抽す融口く，・」lzaspm

である。我々偽それを，次の項に於V、て見ようと周、うのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異用主叢の認識論的肉已主張が醗往め容観的翼理概念に対する不儒の上に形成されたものであるこ

ζは以上に見て來旗漁りであるが，彼等がこのヒ干岸蝋勺懐疑主義の深淵を一i鈎こ克服せんとして，

欝備念や騰の鰍妹恥の働の膚戯騰隣勅塒，黙の獅力・ら，鱒幽醐
翼珊概念から既彼の霧糊的翼理概念の保持してい洩総ての最も太釦な特質梅央わねばならなかO．tgの

　㈱醗蝶一に，鮒嚇観蝋理概鋼購し伽燐の隔がぬもの」離爽嚥も朔と
砿の「鱒哉を龍の撫齢から鵬蝉し噛ばなら勧つ綿岬麟，期蝋購賦
は・翼理は職こ「検識可能蓼るもの」であり「保証寄れ藩冶轟張苛能なるもの」撰為に瀾1議1ぬ　識々

燗酬恥で，・そ纏「鮒さ」燃輔のは，熱が「獅・齢剣r繊幡もあ」とU’1の

緊騨鱒つからであつて勒る蹴としで，働の鞭として，、照嫉え裸用蟻蠣醐
念には議鞭勧灘齢に購河Zナ珈勃囎縢は融べく醜いので麟。’rt
雌・齪麟齢なもの覇り，燗繊㈱総℃嚇胤剛様に，鞍定な，礪鋤も爵

あろう。しかし，・それは「より確爽なもの」へ「より摘がぬもの」へ肖葛1を捜近せしめて行く過程の

別多たるに他な，らぬものである。翼環が．「鯨嚴さ」麺持つということは，それがF將観性」を捻つど

いうことであts　，」翼遡が「鍮殿さ」｝f’喪火しおとV）夢こと鷹，愚れがかXる「審観性i」な蔓炎してし

滋つ鮎腰麟で麟鵡餌羅駐轟蠣鵜齢礁の「欄編叫F礫郷るも咽とし
ての、鳳嚴剤力ら購別嫉隔彼静1調職ζそれ趨麟稗の審繍慣鶏概命麹し誕鯨殿＃ら鰯》等い

t・・あの糊的な際割と嫡ものの裏勲からも自己磯灘鱒縮猫なカ？拗瞬鯉あ
る　そ燕は藷麟鱒への臓由轟轟饒騰鳶朧ね藪が織鰍蔚彼等力隣纐9弛余鄭繍零潭な代償とも鷺わる

囎もの勲る胴騰黒脚蝶確撃鱗ギ滅羅鵡勲鵜過繰欄輔毒も，欝味
卿繍こ於鷹嫡騨購鱗麟㈱＆瞬鵜灘熱鰹㈱藤麟も爆麟縄鞭聡
軸か暴鴨彼等螺嚇噸醜購蝋鯉ん難犠聯辮醐齢力鱗勲勲鹸鱗
も総な難嫡勲軽麟解軸・・鎧・［，鷲幾・，・　：／t・、
・、・蜘鱒返し糠し指搬恥る期蟻畷難鋼癖騒燭なる翻と遡等嚇
醐鋼隔髄もの」・eして轄騨勺獅の「職」と嫡㈱の麹騰麹ていな鴨霧殖で
髄・ラ・セル母つ丁際刻鄭「興細璽姑鱗軸耀勲勢嬬「欄のin・tteap
鋳聡辮Pし得ぬ」鶴性嚇つ峨聯卿あ幽感鱗鱗燗鋤矧τして嚇脚し勧
客羅膿働られてこそ・醐は醐となるのであつて・轄醸駐灘鰯財孕郷燗に
馳鵬鱗糠騒鯵で蕊撫ラ燐周縦醐惣は燗励を制限するものでφり叉
練するものであるそ櫨燗の舳覇勘脚解終縮指駅齢燗蠣由砲騰が
飛び越驚ては塗らぬ限界でもある1，、　　　げ．，　．　．．、、．：

縦㊨鶏無周鑑義が人欄の歯由と可能性を讃鵡無限の遜化の道程麺蛎み得ると誇示し得るのも

輿は人間の自由と可能性のマクシマムな指腰としての事輿に裏付けられな審観葡爆理を彼等が掘番す

るから適あり，入闘の闘癬と口噸雛ヒが飛び越ftてはならぬ纏界を指示する客襯的な翼理融彼鯨が持つ

ていないから働る・鱗傭うカ1嫡霞由，鱗の主張す卿脚詞能肺，從つてラ。セ・晦し
で言わしむれば　慮肉に毒壷レ憲無秩凝であ軌可能性に雛すして錯乱である。凡そ慕鋸とは人間に

嚇㌶る・と嫌寄ぬ携灘を継つ越輔卿遡燗的騨磯して願蹴騨婦

驚
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す」竪固さli？持つナこ或るものでもある。ラッセルが，輿翔虫駿は人間の力（bummn　1コowez．）の無限の麟由

と無限の可能性を瓢歌する反簡，頑固な「事輿」と雷うもの誉，陶己の暫学に潮入することな餅濠ない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　の
と，批評しているのも，凡らく輿用主義的翼理概念の約束する肖由と可能性が，この「週襖」の撮航の欠

如によつて¢み求め得られ弛ものであることを，指摘しtcも（？であろうと思われるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　以本の如く，輿用圭義の翼理概念が跨示する霞由と可能性は，既往の翼理概念から「辮輿」凄辣漕

し会ることによつて購い得江もので4」つ＃。しかし，問題は特に「竈箕」の蝋批な壷肉由とは，抑3何

を意味するかξ奮うことでありr人關的恣慧にゆだねられた可能性とは，一体何凄慧蝶するかと蟹うこ

とであろう。それは鷺う迄もなく，手放しの肉由であり，野放図な可能蹴こるに他ならないであろうo

　しかも，彼等はこの手放しの自由，野放図の可能犠凄以て，何を爲さんとするのであろうか。

　人聞の歴史を入間と環境との相五調整の過程として捉える彼等にとつて，宇宙は飾にも来だ艶域さ

れぜるものである。ジェ凶ム父のいう丁朱瀬形成されっっある宇宙」（am伽｛・撒｝wh輔λig，　Still　lu

the｝鵬1ζ加幻てあり，デュμイめ“う「雌i化の朱だ完結せざる宇宙」嬢11nivex’ml　who，wa　evokition　i＄

not価is独のである。この兼催完成されずる宇露は，彼等にとつで無限の噺由と無隈の可能徽と為人

間に約束するものでなければならSti。この可塑的（plaStie）な宇密をして其処に何捻搬らしめるかは，

kつに人間の冑由と可能個網かy’bる簡題でおお。彼等が貌独の雌理概念に，過大な犠戦掘墨いて濾購

鴫煽由と可鰍は・般雛の磁貞勺な糟に洞硫らしめ砂の馴・使鵬れね駄触
であろ％ラヅセルの如く溶繍嶺理齢の蟻を酌するものこそ瀕つて鞘な轍され泌も
の，発結し弛るものとし℃把えるものでありジこの可塑的な宇雷の約束する無隈の肉由と無限の可能

性瀞，窒息せしめるもの．a誉われねばならぬであろう。カ、くレて，彼等は雫放の冑由と野放閣の可龍憐

罐脈謙限の齢蝋勧戯う砂る．．°　9
　　し費し，∫これはラッセルをしで雷わしむれば「榊」をも怖れぬ人間の傲蝿であるのみならゆ，螂麗
の黛嚴を藤醐する許し難き「掌欝酌脊借」ぐc6smic　impiety）とも智わゐべきものであ為。繊火無辺の

宇雷に，人間の自由と可能性が滲透し得る榔努嫉，極く微少なる郡分たるに過謬ない。しかも，：の櫨

めて微少なる部秀に於いてさえ，人間の自由と可能繊隊趨理に服從すること匿搬りて，漸く劉櫨し褥ら

れるものである。古代ギリシヤに於いても，中蹴こ於いても，人聞の冑然に対する態度は薬順であO

敬礎i懸あつナ銘彼鯵嫉宇轡に対愛ゐ入聞の磯騰とも慰われることに対しで嫁1慣無にこれをi縫擦えてい

’ft6’然るに，搬麟渉ンスに於い懸，鍍簡の鵜裁藻回復されで蝋來∫騨構は・一・　asし弛。人力への不霞な遇

信が始つ淺のであるo’しかも，現代に璽つで，馨の病弊はその頂嶽に癒している。手放しの階幽と勝放閣

の可能性とな以て，無限の進化の蓮程撫歩まんとする輿用主義こそ，カ・Nる病弊勘代襲す名暫蝉的傾向

の現代的衷現とも冒わるべきものである。

　現代「綱雌位せ励ら糠騰糠る魁その「棚の座にr棚に代つ磁つfSの臨他
ならぬ入閥であつfo’人力の万能（Qrmiwotenee）や酵い痴れ喪「宇宙的背儒」凄敢駕て糀れぬ人々で

あつた。築用主義こそ，將にかkる現代の最も薯しい傾向である人力万能の，欝団的偲仰の上に始めて

成立つものであり，遽くフィUlテ，＝　rtチ鵡一1に連らなる「カの哲単」（poWer勲IX”ilosophy）の一一・・tw

とも呼称さるべきものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　難睦環境改ueの瀬としで漁徹こ彼等が未來の改ueの可能性と融榊見ようとも，所醗彼簿の

由歯は創造への臨由に非すして，無統制と混乱への薗由であり，敏等の可能燃臓逸化への可禽雛ヒに露す

して，狂気と錯乱へ向かう可能性tcるに過ぎないであるう。輿用虫鞭箸が，栄來を敵燈する霞由と可能

悔が入聞の力に僚存する以上，何が翼理と呼ばれ，何が纂輿彊らしめられるかも，亦人闇のカに僚存せ
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ねばならぬと主張する臨こ．れ1謝してラ・セ・嘱me・V過鉦いうものthxme・kの現勧働によつ

て影響を受けぬものであるならば，【艶に起つてしまつた事輿に基く翼理とは，凡そ異用主義者の主張

とは反対に，現在及び將來の入闇の憲欲（volition）とは無関係のものでなければならないと齢かに箒

えるのである。こ玉に於いて築用鵡義者の翼理概念に関する見解とラッセルそれとは，二つの双曲線

の如く相隔つていくのを我々は感するのである。　　（195ユ．12．15）
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